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論    文    の    要    旨 



























型方位角異方性 v2 がハドロン相での相互作用によるのではなく、QGP 相におけるクォーク・グルーオン
の相互作用による事を意味する。 








審    査    の    要    旨 
 RHIC-PHENIX 実験において、新たな反応平面検出器を設計、製作、導入し、核子対あたり 39、62、
200GeV での金＋金衝突を行い、高分解能反応平面を用いた楕円型方位角異方性の測定し、その粒子
種を区別した解析を行った。流体力学的な計算等と比較する事により、高温高密度物質の膨張発展やそ
の後の終状態の様子を明らかにした。これまでの楕円型方位角異方性測定の横運動領域を広げ、より細
かい中心衝突度依存性を測定した。これにより、クォーク相における楕円流を示唆する v2のクォーク数に
よるスケーリングの適応可能範囲を明らかにした事が、特に重要である。また低い衝突エネルギー領域で
の楕円型方位角異方性とその粒子種依存性の測定を行い、その質量、電荷、クォーク数依存性に注目し
た解析をして、QCD相図のより高密度側の QGP発展とハドロン相からの寄与に関する理解を深めた。 
 
〔結論〕 
 平成２６年２月２４日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のも
と、本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
